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● ｢契約書｣は，｢分量が多く，内容が難しく理解しづらいもの｣と認識されている
　本調査は，消費者行政の推進への国民の意識を把握し，今後の施策の参考とすることを目的
としたもので，おもな調査項目は，｢①消費者問題と消費者が必要としている情報｣｢②契約書に
対する考えかた｣｢③行政への要望｣｢④消費者市民社会への参加｣の４項目。
　②では，｢何か商品・サービスを購入・利用する際，契約書等が必要なとき，よく読むかどう
か｣ を聞いたところ，｢内容を理解するまでよく読む｣割合は16.2％，｢ざっと読む｣40.3％，｢そ
のときどきで違う｣21.2％，｢ほとんど読まない｣21.2％であった。｢よく読む｣人の割合を年齢
別にみると，20歳代では9.1％であるのに対し，70歳以上では21.7％となっており，年齢が
高い方が比較的よく読む傾向にある。また，｢契約書等をよく読まないのはなぜか｣については，
｢分量が多いから｣が73.1％ともっとも高く，｢内容が難しく読みづらいから｣（62.2％）が続い
た（■1）。今後はより読みやすく理解しやすい契約書の工夫も必要となるだろう。
　③では，｢学校の消費者教育において何を取り上げてほしいか｣聞いたところ，｢現実に消費者
がおこなう取引で生じがちなトラブル（契約，解約，偽装表示，安全性など）への対処方法｣を
あげた者が61.6％ともっとも高かった（■2）。
　④では，｢自身が商品・サービスを選択する際に，環境，被災地の復興，開発途上国の労働者
の生活改善など，社会貢献につながるものを意識的に選択することがあるか｣を聞いたところ，
｢ある｣とする者が59.2％（｢ある｣21.7％＋｢どちらかといえばある｣37.5％），｢ない｣とする者
が39.5％（｢どちらかといえばない｣21.6％＋｢ない｣17.9％）で，６割程度の人が自身の消費行
動が社会に与える影響に対する認識をもっているという結果であった。
●詳細は，内閣府Web ページ (http://www8.cao.go.jp/survey/h25/h25-shohisha/index.html) で閲覧・ダウンロードでき
ます。

内閣府

「消費者行政の推進に関する世論調査」より
 （2014年1月調査，3月10日公表）

■2学校の消費者教育への要望（複数回答）
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　今からちょうど20年前，国際家族年は，
“Building the Smallest Democracy at the Heart 
of Society” を目標として掲げ，「社会の中心であ
る家族から，社会全体に民主主義を広げていこう」
と様々な研究・活動が展開された。“Family: 
resources and responsibilities in a changing 
world”.「家族：変わりゆく世界における資源と責
任」というテーマのもとで行われた研究・活動は，
変化の著しい社会において重要な役割を果たす資
源として家族を位置づけると同時に，多様化する
家族がその機能をじゅうぶんに発揮するために
様々な支援が必要であり，その必要な資源の確保
に対しては社会が責任をもつべきであることを私
たちに強く認識させた。
　それから20年，国際家族年20周年を記念する
試みが国連を中心に展開されている。この20年
の来し方を振り返りつつ，これからについて思い
めぐらせている私の手もとには，国際家族年の準
備に指導的な役割を果たした国際家政学会
（IFHE）の当時の会長であり，世界的に著名な家
政学者であったドイツのマリア・ティエーレ・ウィ
ティヒによる「私的領域の変化とそのインター
フェースそれらの社会的重要性について」と題す
る国際家族年を記念する論文がある（Dr. Maria 
Thiele-Wittig “Issues of the International Year 
of the Family　Changes in the Private Sphere 
and  I t s  I n t e r f ace s  and  The i r  Pub l i c 
Importance.”家政学会誌Vol.45 No.9　1994年）。
当時，家族に関する議論の渦中で，家政学を専門

はじめに
とする人たちが何を考えていたのか，共通的なも
のがそこに現れているといいえるかもしれない。
　そこで，本稿では，その論文を手がかりにしな
がら当時の議論を振り返り，その後の20年間に
家族に起きた変化を鳥瞰し，そこから示唆される
ものを吟味しながら今日の家庭科教育についての
一考察を試みる。それは男女共修家庭科の目指し
てきた・達成してきたものを振り返る作業ともい
えるかもしれない。

　この論文は，家族とは，外部の圧力に導かれる
だけのものでも環境に左右されるだけのものでも
なく，自らの生活環境と将来に対する決定に際し
て可能な選択肢を吟味する主体であり，家族は能
動的に判断し行動しうる主体として認識されるべ
きであり，社会に対して従属的なものとして扱わ
れるべきではないという基本的な視点の上で書か
れている。
　著しい変化に伴って広範囲に起こりうる事柄か
ら，「変わりゆくライフスタイルとジェンダーロー
ル」，「新しい家庭と家族のかたち」，そして複雑
化する生活環境が生み出している「新しい家庭内
労働」という３つの点から論じている。
（１） 　変わりゆくライフスタイルとジェンダー

ロール
　１点目のライフスタイルとジェンダーロールの
変化については，人々の価値観の変化，特に，親
世代と若者世代の価値観の相違や世代間の断絶を
述べ，特に，ジェンダーロールが大きく変化して

１　「私的領域の変化とそのインターフェース　
それらの社会的重要性について」（1994年）

研究室から

国際家族年20周年に寄せて

 横浜国立大学教育人間科学部　工藤由貴子
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いるという事実を述べている。女性も男性同様に
仕事と家庭の両立を望み，それが社会全体の推進
力となっている。ドイツ法は男女の雇用機会均等
を保障しているが，現実的にはまだ達成されてい
ない。仕事と家庭，２つの役割は二重の負担となっ
て女性の立場に影響を及ぼしており，多くの分野
で女性は不利な状況である。しかも，家族の一人
が社会に出ることによって失われた家事労働を補
完しなければならないというプレッシャーが家族
にのしかかっており，男性の家事負担の増加を招
き，不安定な状態がいまだ続いている。女性の社
会進出を補完する男性の役割意識の変化は女性の
それについていっていないのが実情であり，結果
的に様々な問題を引き起こしている。このことは，
少子化の進展として現れている。ちなみにドイツ
はイタリアと並んでヨーロッパで最も出生率の低
い国となっている，としている。
（２）　「新しい家庭と家族のかたち」
　２点目に，当時のドイツにおける「新しい家族」
の傾向が述べられている。すなわち，核家族が典
型的な家族とはいえなくなってきていること，一
人暮らし世帯の割合が著しく高くなっており，世
帯全体の３分の１を超えている，同様に単親家庭
も増加，ほとんどの場合は母子家庭で，父子家庭
もわずかながら存在している。さらに，未婚男女
の同棲，事実婚，再婚，連れ子，離婚によって生
まれる２つの核家族，同性カップルの同棲，複数
の同居人との共同生活も増加，子どもをもうけな
い結婚も増えている。彼らの多くは共働きであり，
家族構成員の減少，家庭労働能力の低下，生活上
の困難に対する耐性の劣化といった傾向が広がり，
それが社会的な課題であるとしている。
（３）　新しい家庭内労働
　３点目は，複雑化する生活環境が生み出す「新
しい家庭労働」についてである。家庭と家族をと
りまく環境は複雑化の一途をたどっており，家族
の活動範囲の拡大，家庭がもつ市場と非市場機関
における多数の接点と交流の高まりに伴い，家族
あるいは世帯は，社会における様々な機関とたく
さんのインターフェースをもつようになり，社会

の他の部分に対するカウンターパートとしての機
能をもつことになる。家族がインターフェースを
もつ環境は従来の衣食住といった対象から広がり，
地域環境や生活関連制度まで及んでいる。
　伝統的な家庭内労働が変わりゆく今，家庭がこ
のような様々な社会システムと望ましい関係を形
成することが重要であり，そのためには家庭内で
ももっといろいろな種類の労働を行っていくこと
が求められる。複雑化する生活環境が生み出して
いるこれらの新しいかたちの家庭内労働：New 
Household Work を発見すること，それを家庭
科教育の中で確かな知識として次世代に伝えてい
くこと，日常生活を正しく営む能力を身につけさ
せること，この教育こそが家政学の真髄であると
述べている。
　さて，ここで述べられている「新しい」現象は，
今の私たちからみると，懐かしい風景のようにも
思える。今の私たちの前に拓けている新しい現象
は，ここに述べられたものと比べようもなく「新
しい」。20年たった今，社会はより複雑になり，
私的な領域と社会とが行う相互作用もさらに複雑
になってきている。
　しかし一方で，私たちが想定してきたものをは
るかに超えた現実の中にあってなお，相変わらず
その懐かしい風景のなかにいる自分をも発見し，
私自身は，この20年前の彼女の言葉をじゅうぶ
んに聞いてきただろうか，と自問もする。次に，
この20年間の家族やそこに住む人の生活はどう
変化したのか，跡を追ってみながら，この答えを
探すことにしよう。

　この20年間，家族をめぐっていろいろなこと
が起こった。1994年の家族年の際にも家族の多
様化は大前提であったし，多様化する家族，個人
の生活がそれぞれいかに豊かに営まれるか，その
ために何をしていくべきか，ということが問われ
た。しかし，その議論の前提には多様化してはい
るが個人の生活を支えるものとしての「家族」が存
在していた。そこでの議論は，多様化する家族，

２　家族1994～2014
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ジェンダーの再構築，それぞれの自立とそれを支
える共生を中心課題とし，家事の公平な分担，両
性による子育て等について熱心な議論が展開され
ていた。
　しかし，20周年を記念する今日の議論におい
ては，その「家族」の存在を前提にできないほど家
族をめぐる状況は変化している。
（１）　1994－2014　家族の変化
　■1，■2に，この間の変化をみていく指標と
なる数値のいくつかを示した。単独世帯が増加し
ている。その中身を詳しくみると，高齢単身者だ
けではなく，中年単身者や親と同居する未婚中年
者が増加している。未婚のまま親や配偶者の介護
を担う確率は，女性にとっても男性にとっても高
い。生涯未婚率の増加も著しい。特に男性は５人
に１人が50歳時までに一度も結婚していない。
人生が長くなる一方で生涯の中で一人暮らしをす
る確率も高い。
　就業者に占める非正規雇用の割合も増加してい
る。日本のような非正規雇用の待遇を前提とする

と，そのような働き方は一家の稼ぎ手役割を果た
す基盤の喪失を意味する。いまだに日本社会では
結婚後の経済生活は男性が担うという意識が強く，
ホンネでは女性は結婚相手に経済力を求めている
という期待のある中で，安定した収入を得る若年
男性は減少しており，多くの男性はそれを引き受
けられる状況にない。結婚までの道のりは長く家
族形成さえままならない。
（２）　今日における「家族」の意味
　では，個人のライフコースの中で家族をもたな
い時間が増えていること，あるいは，そもそも個
人の人生において家族があることが自明ではない
という，このような変化は，人生を生きていくと
きに，「家族」の重要性は少なくなっていることを
意味するのだろうか。家族という生活を保障する
器をもたない個人は，それに替わる装置をもたな
いまま社会に向き合うのだろうか。私にはそうは
思えない。
　現在のように家族をめぐる状況が大きく変化を
遂げている中で浮かび上がってくるのは，個人の
生活を保障する生活の基盤の重要性である。　一
人暮らし，頻繁に行われる仕事の場所の移動，人
間関係の変化……そのような状況が，生活の基本

■1　家族の変化の指標
国際家族年1994～ 推計

1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年
15歳未満人口割合
(%)

18 .2 16 .0 14 .6 13 .8 13 .1 12 .7

65歳以上人口割合
(%)

12 .1 14 .6 17 .4 20 .2 23 .0 26 .1

社会の平均年齢
（歳）

37.6 39 .6 41 .4 43 .3 45 .0 46 .2

30歳前半未婚
率 (%)

女 13.9 19 .7 26 .6 32 .0 34 .5 ―
男 32.8 37 .5 42 .9 47 .1 47 .3 ―

生涯未婚率
(%)

女 4.3 5 .1 5 .8 7 .3 10 .6 ―
男 5.6 9 .0 12 .6 16 .0 20 .1 ―

一般世帯に占める
核家族世帯の割合
(%)

59 .5 58 .7 58 .4 57 .9 56 .3 55 .9

一般世帯に占める
単独世帯の割合
(%)

23 .1 25 .6 27 .6 29 .5 32 .4 32 .7

一般世帯に占める
単親世帯の割合
(%)

6 .7 7 .1 7 .7 8 .4 8 .7 9 .5

親の離婚を経験す
る子どもの数（人）

157,608 199,016 264,246 261,917 251,378 ―

非正規労働者
割合 (%)

女 38.1 39 .1 46 .7 53 .4 53 .8 ―
男 8.8 8 .9 11 .7 17 .8 18 .9 ―

配偶者のいな
い子と同居の
65歳以上

(%) 17 .8 18 .9 19 .7 21 .6 24 .8 ―

■2　年齢別単独世帯率
国際家族年1994～

年齢 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年

総数

20-24 22 .0 21 .8 23 .2 23 .6 24 .5
25-29 15 .9 17 .3 17 .7 19 .5 21 .8
30-34 8 .6 10 .6 12 .7 13 .8 15 .1
35-39 6 .2 7 .3 9 .3 11 .3 12 .5
40-44 5 .6 6 .8 7 .8 9 .8 11 .9
45-49 5 .7 7 .2 8 .2 9 .3 11 .6

男性

20-24 28 .8 27 .4 27 .5 27 .3 28 .0
25-29 23 .3 24 .2 23 .3 24 .1 26 .4
30-34 12 .7 15 .3 17 .4 17 .9 18 .9
35-39 9 .2 10 .6 13 .1 15 .3 16 .2
40-44 7 .9 10 .1 11 .2 13 .6 15 .9
45-49 7 .4 9 .9 11 .7 13 .0 15 .6

女性

20-24 15 .0 16 .0 18 .6 19 .8 21 .0
25-29 8 .3 10 .3 12 .0 14 .7 17 .1
30-34 4 .3 5 .9 7 .9 9 .6 11 .2
35-39 3 .2 3 .9 5 .5 7 .3 8 .6
40-44 3 .2 3 .6 4 .2 5 .9 7 .8
45-49 4 .1 4 .4 4 .7 5 .6 7 .6

注） ■1，■2ともに，「国勢調査」，「人口動態統計」，「国民生活基礎

調査」，国立社会保障人口問題研究所「日本の将来推計人口」等によ

り著者作成
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　さて，ここからが本題である。この間の家庭科
教育がどうであったか，本題ではあるが客観的裏
づけのある論ではなく，この間家庭科教育に携
わってきた一人としての考えを述べるに留まるこ
とをお断りし，初めにお詫びしておきたい。
　国際家族年の1994年，この年は家庭科にとっ
ても画期的な年として記憶される。1989年告示
の学習指導要領において小学校から高等学校まで
の男女共通共修家庭科のカリキュラムが示され，
数年の移行期間を経て男女共通共修家庭科が全面
実施された年である。戦後の教育改革の中で，民
主的な家庭生活について男女で学ぶ教科として誕
生した家庭科が，その後，小学校以外では女子の
み学ぶ教科へと傾斜していき，それからの半世紀
を要して再び男女共修が実現した年である。
　ここからの家庭科は，男女が互いに尊重しつつ
責任を分かち合い性別にとらわれずに個性と能力
をじゅうぶんに発揮できる男女共同参画社会の実
現に向けて，歯止めのかからない少子化，高齢化
の進展に鑑み，子どもを安心して生み育てること
のできる環境を整備し，生命を尊び，豊かで安心
して暮らすことのできる社会の実現に向けて，更
には持続可能な社会，高齢者の福祉，消費者の安
全確保，食育等々，多くの社会的課題に向かって
役割を果たす教科として社会の期待を担ってきた。
（１）　ここまでの家庭科の動き
　戦後から今日までの家庭科の動きを鳥瞰してみ
ると，人類の福祉の追及，充実した人間の生活・
家庭生活の実現を目指すという目標は時代のいか
んにかかわらず大きな変化はない。
　一方で，その不易の目標を達成しようとすると
きの方法・手段，必要な知識・技術は大きく時代
の影響を受けている。それぞれの時代における豊
かな生活実現のために必要な知識やスキルは大き
く変わった。
　その変化をたどると「日常生活を送る上で必要
な知識・スキル」に含まれていたものが次第に狭
くなり，減少していく過程がみえる。そのような

３　家庭科1994～2014
的ニーズである，社会のメンバーとしての認知，
コミュニティの構成員としての資格が中途半端に
しか与えられない孤立や孤独な状態を生み出すこ
となく，自分がどこかに帰属しているという，人
間にとって本質的な感覚を回復するための基地が
必要であり，それを一人ひとりの生活のまわりに
築くことは，社会全体においてきわめて重要な課
題だといえる。
　家庭科にも，家族の多様化と暮らしの不安定化
という変化を踏まえて，どのような境遇に置かれ
ようとも人々が自分自身の生活基盤を確保し，そ
のQOLを高め生き抜いていくための教育として
の使命がある。
　働き方の多様化に伴い職の移動を繰り返す人の
増加，定年退職後の高齢者，また，若者の居場所
のなさも大きな社会問題になっている。仕事や経
済に恵まれない人の間で特に家族崩壊が進んでい
る。さらに，国際化，情報化の進展の中で，生活
環境は広がり，それに対応するための知識・技術
が追いつかない状況がある。家庭・地域における
相互扶助や企業・行政からの情報・サービスは不
じゅうぶんである。そのような状況の中で，中・
長期の展望がないまま，その場しのぎの対応をし，
対症療法的な生活を繰り返している人が少なくな
い。計画的な生活費・生活時間の管理ができない
人も多くなっている。
　このような状況にある人たちの生活が内向きに
閉じてしまわないように，生活を営んでいくこと
に自信も興味も失ってしまわないように，個人の
生活を保障する生活の基盤を一人ひとりの生活の
まわりに築かなければならないと思う。自分で生
活に必要なスキルを獲得しなければ長期にわたっ
てQOLの低い生活をし続けねばならない。
　そこに私は家庭科でやりたいこと見出す。人が
「できること」で評価され，完成品・優れた機能が
求められるという傾向がますます強くなる今日，
創り上げるプロセスを楽しみ，上達する喜びを味
わい，失敗・試行錯誤を繰り返すことが許される
場を確保し，QOL を高め生き抜いていくための
スキルの教育である。
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変化を生じさせた要因として，一つには，自分や
家族の欲求を満たすために必要なものをつくる時
代から，それらを購入する時代，さらにはライフ
スタイルにふさわしいもの・サービスを選択する
時代へという生活のスタイルの変遷が一因である
ことが理解される。二つ目は，「家庭」が変化した
ことによる。サラリーマン世帯が増加し，核家族
化し，生産を外部に譲り，消費の場となっていく
「家庭」の変化のプロセスがそのまま，家庭科の扱
う内容が狭くなっていくことに反映されている。
その間の変化は男女共修から女子のみ必修へと変
化した家庭科の内容の変遷をたどると明らかであ
るように思われる。
　そういう時代を経て，再び，男女共修の時代，
家庭科の扱う範囲が家庭内からより広く社会へと
広がってくる。その広がりは，社会の変化を取り
込んで家庭科の中で家庭科として何を，いかに行
うか，という家庭科の内容の充実という方向とい
うよりはむしろ，生活の広がりとともに家庭科で
は広く社会的なものも扱うようになった，という，
家庭科が拡散していく方向性をもった変化として
より強く印象づけられる。
（２）　家庭科が扱わなくなったもの
　このような変化の過程で，家庭科が扱うように
なったものは明らかで，それについてはこれまで
多くの研究がなされてきたと思う。一言でいえば，
家庭科が社会に向かってエクステンションしてい
く方向性において浮かび上がった課題ということ
になる。
　一方で私自身は，家庭科が扱わなくなったもの
に注目する必要があるように思っている。「自分
でつくる」から「購入する」という変化を受けて，
被服実習は激減，製作物も単純で安易なものへと
変化した。このような変化についてはみえやすい
し，これまでも様々なところで指摘されてきた。
　しかし，この間の変化はそのような習得できる
スキルの量の変化に留まらない。例えば，この間，
家庭科で扱ってきた子どもの保育は児童の発達へ
と，お年寄りとの生活は他世代の人と位置づけら
れる高齢者とのふれあいへと変化した。あるいは，

消費の領域では，生活する人が主体である家計管
理から，社会的に自立した消費者の育成へと軸足
が移されてきた。
　このような変化の過程で，女性役割と結びつけ
られて強調されてきた固定的なジェンダー観は払
拭され，性差や自分の子ども・自分の家族の中の
お年寄りかどうかのこだわりを超えて，世代の連
続性，命の連続性，それへの支援という新しい視
点が加わったことの意義は疑いようもない。社会
的な仕組みを理解して，困ったときには助けを求
め，適切に行動できる人が育っていくことの意義
に微塵の疑問もない。
　しかし私には少々の懸念がある。母親を強調せ
ず，女性を強調せず，誰がやってもよい，そのこ
とが，誰も熱心にやらなくなったことを意味して
は困る。個の社会的自立が目指される過程で，普
通の生活を送るために必要なスキルの習得機会が
少なくなり，生活上の少しのバリアにつまずき，
立ち上がれない人が増えるのは困る。
　家庭科の学びは，家庭と社会を対比させ，脱家
族化，家族か市場のサービスかという二者択一で
はなく，生活の仕方そのものの新しいありようを
模索する質の変化を伴うものである。そこでは，
家族のあるなしにかかわらず「普通の生活」が社会
的につくられていくことが目指されるはずである。
家族が世話しても　社会的サービスを使ってもい
い，どちらにしても同じ価値で，選択の問題でど
ちらにも不利益にならないというあり方が目指さ
れるはずであるのに，家族でないとダメ，あるい
は社会の問題としてしまうか，どちらかになって
しまっている現状に対して，家庭科の教育はそこ
を変えていくことだとはいえないだろうか。
　消費者の社会的自立が目指される過程で，普通
の生活を送るために必要なスキルの習得機会が少
なくなって，異常が起こった時の対処により焦点
が移されている。すなわち，衣・食・住・消費者・
家族・子ども・高齢者すべてにおいて，「平常」と
はどういう状態か，を学ぶ機会の喪失というよう
なものとして現れている。予防科学としての，そ
して，普通の生活を豊かにするための家庭科とい
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う教科の特徴がもっと発揮されるべきではないだ
ろうか。もう一度，家庭科の発展の中で，扱われ
なくなったものの中から，それを見出してみたい
と思う。
（３） 　私的領域　社会とのインターフェース　そ

の意味の両義性
　現代社会においては，生活が社会化の一途をた
どり，個人に関わることでも，福祉・医療・環境
などとの関係性抜きには考えられないことが増え
た。一方で，これまで個人的なものとされてきた
ケア，生殖，ＤＶ，身体といった生／生命に関わ
る領域が公共のものとして議論されるというよう
に，生活が社会化するインターフェースの部分は，
双方向の動きとして捉えられる。
　これまで家庭科が，家族の機能が外に出ていく
という生活の社会化の一方向に焦点を合わせて
やってきたとしたら，今後は同じような力を，個々
人が豊かに生きていくときに必要なもの，生活の
実態と課題を企業，行政等社会のセクターに正確
に把握させ，それを共有していくことに注力すべ
きだと思う。家庭科の教育は，インターフェイス
の部分から越境し，生活の側から社会に働きかけ，
より積極的に参画し社会を変えていく教育だと思
う。

　国際家族年の20周年を特別な時と捉えて，あ
れこれ考えていることを述べた。今の私はこのよ
うな混沌とした思考の中にあり，新しい時代に求
められる生活スキルとはどういうものなのか，具
体像を提案するに至っていない。
　「複雑化する生活環境が生み出しているこれら
の新しいかたちの家庭内労働：New Household 
Work を発見すること，それを家庭科教育の中で
確かな知識として次世代に伝えていくこと，日常
生活を正しく営む能力を身につけさせること，こ
の教育こそが家政学の真髄である」という先の論
文でのマリア・ティエーレ・ウィティヒ氏の提言
が再び思い起こされる。20年後のこの新しい時
代のNew Household Work は，彼女が思ってい

おわりに

たよりもっと積極的にインターフェイスの部分か
ら越境し，生活の側から社会に働きかけていくも
の，あるいは，生活をマネジメントすることから，
生活をディベロップメントすることへと変わって
いくかもしれない。いずれにしろ，できるだけ早
く，この新しい社会において，日常をつくる新し
いスキルを，青年にも男性にも老人にも伝えてい
きたいと思う。
　国際家族年のシンボルマーク（■3）は，愛情で
結ばれた家族構成員とその生活が，大きな屋根の
もとで保護されている様子が描かれている。家族
をあらわすハートは屋根で保護され，大きいハー
トは小さいハートで繋がり，愛情で結ばれる家族
員の家庭生活があらわされている。さて，これか
ら私たちはどんなシンボルマークを描いていこう
か。個と社会とが共振しつつ連続し未来へ向かっ
ていく方向性を示せたらよいと思う。

■3　国際家族年20周年のシンボルマーク
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　　　　大切に思うこと，育てたい力
１　生活観の確立ができるように
　毎日の生活の営みのなかで起こる変化や問題に
よって，人生は小さく，ときに大きく変わっていく
ものです。高校生が高校生という時期に，将来の自
分を想像しながら生活について学び，自分なりの生
活観を確立できることは，人生のさまざまなできご
とを力強く乗り越えていく強さにつながると考えま
す。

２　自立や共生ができるように
　男女が協力して家庭や社会を築くこと，世代や国
籍，障がいの有無を超えて共生すること，環境に配
慮した生活を営むことなど，生活者として自立や共
生ができる能力を育てたいと考えます。

３　課題をみつけ，解決できるように
　教科書に収録された課題，実習や実験，体験的な
学習を通して，生活の課題を積極的に改善・充実で
きる知識や技術を身につけ，その問題解決能力を，
家庭，学校，地域，社会でぜひ発揮してもらいたい
と考えます。

　　　　編集の基本方針
１　基礎基本が確実に習得できるように
　国際化，情報化，少子高齢化，価値観の多様化と
いった，すべてが刻々と変化する現代に生きる高校
生にとって，健康で文化的な生活を築いていくため
に必要な基礎的・基本的な知識や技術とは何か。こ
の問いをつねに繰り返しながら，家庭科が対象とす
る幅広い学習内容から基礎・基本事項を精選してい
ます。

２　興味関心をもって学べるように
　生徒自身が興味関心をもって学べるよう，本文記
述を補足説明する側注，学習の理解に役立つ適切な
図表，コラムや課題をもうけて，自分の考えを広げ
たり発展させたりしながら，より深く学習できる工
夫をしています。

３　学習効果が高まるように
　オールカラーの美しい配色，視線の混乱が少ない
レイアウト，豊富なイラストや写真で，学習効果が
さらに高まるようにしています。
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家庭総合 豊かな生活をともにつくる

家庭基礎 豊かな生活をともにつくる

紙面見本

［家総305］

［家基308］

縮 小 倍 率 �� ％
＊＊＊＊＊＊＊＊＊

家庭総合　����～ ��
家庭基礎　����～ ��

point1
見開きもしくは１ページで
学習内容をまとめていま
す。学習内容の区切りがつ
けやすく，授業計画が立案
しやすくなっています。

point 2
記述は，生徒の日常生活に
身近な話題をきっかけに，
重要なことがらをおさえつ
つ学習を徐々に深めていけ
る展開にしています。

point 3
図表やコラム，側注などの
補助教材は，スペースの許
すかぎり，数多く収録して
います。教科書１冊でも毎
日の授業に対応できます。

point 4
図表に配置しているイラス
トは，高校生が親しみやす
いものを選びました。色づ
かいも鮮やかに，学習の理
解を促します。

＊呼びかけ＊　
これから学習すること，今，学習し
ていることが，自分の生活に深く関
係していることをつねに意識できる
ように，タイトルは「呼びかけ型」
にしました。また，本文も「私は～」
「あなたは～」と，呼びかけや問い
かけを随所に織り交ぜています。

＊体験的学習の充実＊
実験・実習課題の「Practice」，ミ
ニ課題「try ＆ hint」，そして章末
課題「学習を生活にいかそう」に取
り組むことで，学習が生活と関係し
ているという実感がもてます。実践
的な学習はもちろん，小論文などの
課題にも最適です。
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＊側　注＊　
学習の理解に役立つよう，用語解説
や補足説明をていねいに詳しく掲載
しました。

＊FOLLOW UP＊
読みものを中心に本文と関連の深い
トピックスを集めた「FOLLOW 
UP」は，生徒の興味関心をさらに
広げます。

＊豊富な資料＊
教科書１冊で，一通りの学習ができ
るよう，授業でよく使われている資
料を中心に満載しました。グラフは，
可能なかぎり数値を掲載してありま
すので，的確に傾向を読み取ること
ができます。

資料の豊富さは

トップクラス！！
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＊基礎・基本を確実に＊
基礎・基本を確実に身につける。こ
れを第一に考えました。学んで欲し
いこと，身につけて欲しいことを精
選し，見開き＝１時間にまとめて展
開しています。ページ上には毎時間
の学習内容をイメージしたイラスト
を配し，読みやすい文字，イラスト
や写真で構成した図表など，親しみ
やすい紙面づくりを心がけました。

＊実践的な学習を充実＊
見開きに一つ登場するミニ課題
「ワーク」と章末課題「学習を生活
にいかそう」に取り組むことで，学
習が生活と関係しているという実感
がもてます。実践的な学習はもちろ
ん，小論文などの課題にも最適です。

point1
見開き（１title）＝１時間
（１unit）。１時間の授業内
容を見開きで展開。授業計
画の立てやすさ，学習の効
率のよさが際立ちます。

point 2
「基礎・基本を着実に」。
かぎられた時間内で家庭科
全分野が学習できるように
配慮しました。

point 3
実 習 課 題「Try ＆ Hint」
に取り組むことで，学習し
ていることと生活とが深く
かかわっていることを直感
的に理解できます。

point 4
図表は，重要資料を厳選し
て収録しています。巻末「資
料編」の資料と合わせれば，
［家基308］に匹敵する資
料数です。

縮 小 倍 率 �� ％
＊＊＊＊＊＊＊＊＊

� � 	 � 
 ～ 	 � 	

未来を拓
ひら

く　　

高校家庭基礎
紙面見本

［家基309］
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図表にイラストを配置したり，フ
ローチャートで視覚的な理解が得や
すいように工夫しています。
また，図や表からどのようなことが
読み取れるのか，「スターくん」が
やさしく，ていねいに解説します。

＊コラム＊
読みものを中心に本文と関連の深い
トピックスを集めた「コラム」は，
生徒の興味関心をさらに広げます。

＊図表の読み取りも確実に＊

授業計画が

立てやすい，

見開き＝１時間
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● ハーフパンツ
スリットの入ったパンツ

● ベスト
えりつけ，バイアステープ処理の入った本格
派ベスト

● ペットボトルカバー
小物ですが，被服製作が一通り学べるおすす
めの題材

�������
調理実習

● 日本料理の献立
さつまいもご飯，麩とみつばのすまし汁，ぶ
りの鍋照り焼き，青菜のごま和え

● 西洋料理の献立
若鶏のソテー・トマトソース，コーンクリー
ムスープ，ツナビーンズサラダ

● 中国料理の献立
炒飯（焼きめし），番茹木耳湯（トマトとき
くらげのスープ），青椒肉絲（ピーマンと肉
のせん切り炒め），杏仁豆腐（牛乳かん）

● 正月料理三種
だて巻き，煮しめ，紅白なます

● デザート三種
プリンアラモード，チョコバナナマフィン，
どら焼き

● 軽食の献立Ⅰ
親子どんぶり，野菜の浅づけ

● 軽食の献立Ⅱ
ベーコンクリームパスタ，ガーデンサラダ

● お弁当
おにぎり，鶏のから揚げ風，厚焼き卵

● 環境に配慮した調理
ドライカレー，イタリアン卵スープ

家庭総合………… 家総��� 家庭基礎…………家基���

高校家庭基礎……家基���

● 日本料理の献立
ご飯，わかめととうふのすまし汁，肉じゃが，
きゅうりとしらすの酢のもの

● 西洋料理の献立
めかじきのハーブパン粉焼き，コンソメジュ
リエーヌ，ブランマンジェ

● 行事食の献立
ちらしずし，茶わん蒸し

● デザート三種
フルーツあんみつ，チョコバナナマフィン，
どら焼き

● 環境に配慮した調理
レタスチャーハン，ゆで鶏とザーサイのサラ
ダ，ジンジャースープ

● 軽食の献立Ⅰ
親子どんぶり，野菜の浅づけ

● 軽食の献立Ⅱ
ベーコンクリームパスタ，ガーデンサラダ

��	���
被服実習

小社の家庭科教科書は，毎年可能なかぎり，
法律や制度の改正，社会状況の変化等を反
映した記述等の変更，統計資料のデータ更
新をおこなっております。鮮度が命の家庭
科。いつも最新の状態でお使いいただける
ようにしています。
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指導資料類・
副教材のご紹介

＊３冊の教科書とも同じ商品構成です。詳しくは，各教科書ごとの「教科書・指導資料・副教材パンフレット」をご覧ください。

家庭総合　豊かな生活をともにつくる 家総 305

家庭基礎　豊かな生活をともにつくる 家基 308

未来を拓
ひら

く　高校家庭基礎 家基 309

①教授用指導資料・授業展開編
　［体裁］Ｂ５判２色刷　各冊40～144頁
②教授用指導資料・教科書解説編
　［体裁］Ｂ５判２色刷　224頁
③教授用参考資料
　［体裁］Ｂ５判１色刷　224頁
④評価問題例集
　冊子：［体裁］Ｂ４判１色刷　112頁
　CD-ROM：１枚・Windowsのみ
⑤学習ノート
　生徒用：［体裁］Ｂ５判１色刷　144頁／［定価］本体540円＋税
　教師用：［体裁］Ｂ５判２色刷　144頁

①教授用指導資料・授業展開編
　［体裁］Ｂ５判２色刷　各冊40～104頁
②教授用指導資料・教科書解説編
　［体裁］Ｂ５判２色刷　176頁
③教授用参考資料
　［体裁］Ｂ５判１色刷　192頁
④評価問題例集
　冊子：［体裁］Ｂ４判１色刷　96頁
　CD-ROM：１枚・Windowsのみ
⑤学習ノート
　生徒用：［体裁］Ｂ５判１色刷　112頁／［定価］本体540円＋税
　教師用：［体裁］Ｂ５判２色刷　112頁

①教授用指導資料・授業展開編
　［体裁］Ｂ５判２色刷　各冊40～104頁
②教授用指導資料・教科書解説編
　［体裁］Ｂ５判２色刷　168頁
③教授用参考資料
　［体裁］Ｂ５判１色刷　192頁
④評価問題例集
　冊子：［体裁］Ｂ４判１色刷　96頁
　CD-ROM：１枚・Windowsのみ
⑤授業ノート
　生徒用：［体裁］Ｂ５判１色刷　160頁／［定価］本体540円＋税
　教師用：［体裁］Ｂ５判２色刷　160頁

4頁

教科書を
フォローアップ！

毎日のご授業を
バックアップ !!

現行版同様，充実の指導資料と
副教材を揃えています。

頁

頁

⑤

⑤

⑤

①

①

①

②

②

②

③

③

③

④

④

④
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教授用指導資料　 
授業展開編
分野ごとの９分冊。授業計画案，教科書内容解説，板書例，図表の解説，課題の解説など，授業実践にかかわる情報を網羅して提供します。
１　家庭総合 (家庭基礎 )の展開／２　人生・家族／３　子ども／４　高齢期・共生社会／５　経済生活／６　食生活／７　衣生活／
８　住生活／９　環境・生活設計

教科書解説編
教科書縮小を中央に配し，用語解説や図表の読み取らせかた，注目すべき表現等について解説します。

教授用参考資料
用語解説を中心に，学習にかかわる事項を専門的に解説します。

▲授業展開編 「教科書内容解説」
「板書例」

▲授業展開編「授業計画案」

◀教科書解説編
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学習ノート・授業ノート　 
教科書準拠の学習ノート。自学自習・理解度チェック・まとめに最適。解答として教師用をご用意。

▲家庭総合［家総 305］学習ノート

［家総305］［家基308］ ［家基309］

▲家庭基礎［家基 309］授業ノート
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評価問題例集　 
教科書準拠の教師用評価問題例集。評価問題例集の問題に加え，教科書本文・図表等も収録した，加工・編集に便利なCD-ROMも。

◀家庭総合［家総 305］評価問題例集

家庭基礎［家基 309］評価問題例集▶
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◀Wordでの問題作成例

◀分野・形式・難易度選択画面

高校家庭科問題編集ソフト　 
教科書をベースに作成した問題約 1,000 問を収録。分野別，問題形式別，難易度別に絞り込んで問題を選択し，Word に読み込んで自由
に編集できるソフトです。生活にかかわる豆知識問題も収録されています。
中間・期末テストに，授業プリントに，幅広くお使いいただけます。

▲問題選択画面
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　もしも私が家を建てたなら……と想像を膨らま
せていた頃，「お風呂上がりにウッドデッキでビー
ルを」という夢がありました。夏の夕暮れ，お風
呂で一日の疲れを洗い流し，ウッドデッキに吹く
風で髪を乾かしながら，ビールで喉を潤す……。
想像しただけで夏が待ち遠しくなります。そんな
夢を実現させるため，マイホームを購入し１年が
経った頃，小さな庭にウッドデッキを作ることに
しました。
　ウッドデッキを作るにあたって一番悩んだのが
木材選びでした。ウッドデッキは常に太陽の光を
浴び，雨風を受けるところなので慎重に選ぶ必要
がありました。
　ウッドデッキ材として売られている木材にはた
くさんの種類がありますが，大きくソフトウッド
とハードウッドの二つに分類されます。ソフト
ウッドは柔らかいので穴を開けたりビスを打った
りという加工がしやすいメリットがありますが，
耐久性に欠けるというデメリットがあります。
ハードウッドは固く加工が大変なのでDIY 初心
者にはハードルが高いのですが，耐久性がありま
す。それぞれに良いところも悪いところもありま
すが，自分が一番譲れない条件から選ぶのが良い
でしょう。とにかく安価で気軽に作りたいのなら
ソフトウッドの SPF。木が柔らかいので初心者で
も簡単に扱うことができます。ただ水に弱いので
毎年防腐剤を塗るなどのメンテナンスが必要です。
同じくソフトウッドのウエスタンレッドシダーも
柔らかく加工しやすいです。SPFより耐久性があ
り，お値段も多少高くなります。ハードウッドは
ノーメンテナンスでも何十年ももつと言われてい
ます。サイプレス，ウリン，イぺなど耐久性が上

がれば上がるほどお値段も上がりますが，とにか
くノーメンテナンスで長もちさせたいという方は
耐久性が高いものを選ぶと良いでしょう。
　わが家は検討を重ねた結果，「サイプレス」を選
びました。15～30年の耐久性があることと，サ
イプレスの持つ節の味わい，またはじめはベー
ジュに近い色が年月とともに徐々にシルバーグ
レーに変わるという面白さもあったからです。
　ウッドデッキ作りは夫も巻き込んで一緒に作業
したのですが，意見がぶつかりケンカの連続。で
も今となればそれも良い思い出です。
　いざウッドデッキができてみると，日々育児に
追われ，お風呂上がりに風に吹かれながらゆっく
りビールを……なんて余裕はないのですが，お天
気の良い休日に子どもたちとランチしたり，シャ
ボン玉で遊んだり，プールを出したり……今しか
できないウッドデッキ遊びを楽しんでいます。い
つか子どもたちに手がかからなくなり，ゆっくり
ビールが飲めるその日まで元気でいておくれよ，
ウッドデッキさん。夢の実現までにはまだまだ時
間がかかりそうです。

すえなが・きょう
ATELIER n° 905主宰。DIY アドバイザー。自宅での
木工教室を中心に，ホームセンター等で木工を教える
ほか，託児つき木工教室や子どもむけワークショップ
も開催。著書『シェルフをつくろう　はじめてのDIY』
（パッチワーク通信社）が好評発売中。
ブログ「ママに嬉しい木工＊＊子供に優しい木工」
ameblo.jp/kuricoroom/

DIYでおうち磨き・６

ウッドデッキでビールを。

末永　京
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文・イラスト／いしばしふじこ
イラストレーター。女性誌，教科書などの挿絵，イラストエッ
セイや手作り小物，和コモノデザイン，制作など多彩に創作
している。「家庭科通信」の表紙イラストも創刊時から手が
けている。著書に『知識ゼロからの着物と暮らす入門』『知識
ゼロからの着物と遊ぶ』（幻冬舎），『ぺたこさんの手作り生活』
（フィールドワイ）などがある。ホームページ「テーブルトー
ク」も更新中。http://petaco.sakura.ne.jp/

エッセイ・和のある暮らし⑱

日本にある素敵なものを
つたえたい
石橋富士子

　最近，街を歩いていると海外からの観光客が増
えたことに気がつきます。
　渋谷や銀座，六本木などで，地図や案内板とに
らめっこしている海外からのお客様。ヨーロッパ
やアメリカ，東南アジアからの人たちも多くみら
れます。駅や百貨店の案内板も日本語，英語，中
国語，韓国語などが並んでいて，「おもてなし」の
国日本ここにありといった感じでしょうか。
　ちょっと前までは日本の観光といえば浅草，京
都，富士山が代表的な観光名所でしたが，今はもっ
と多様化，細分化しているように思えます。
　秋葉原，DIY の品が揃うハンズ，手芸専門店
のユザワヤ，大型100円ショップなど，そこでし
か売られていないユニークなものを求める外国の
方もたくさんいらっしゃいます。
　駅の立ち食いそばの食べ歩き，渋谷の駅前スク
ランブルのまん中での写真撮影，カラオケ，回転
寿司。混む時間帯めがけて満員電車を体験しよう
とする人も。

　老舗と新しいもの，古いものと最新のものがご
ちゃごちゃと混在し，雑居ビルのように存在する
日本は外国からみるとさぞ不思議で魅力的な場所
だろうなあと思います。
　和装と洋装も同じではないでしょうか。少し前
までは両者は混ざることなく，線引きがきっちり
とされていました。でも最近自分で身につけてい
ても「着物姿が珍しい」という目立ち方はしなくな
くなりました。「着物か洋服」という選択肢ではな
く，「パンツかスカート，着物か」のように気軽に，
着物が身近なものになってきたようです。
　さらに着物っぽい洋服，洋服っぽい着物になり，
洋服＋着物のコート，着物＋洋服のコートなど着
物と洋服の境目がどんどん曖昧になってきていま
す。まるで富士山の裾野のように，着物から洋服
の間に無数の選択肢が存在する。
　和という字には「和える，ブレンドする」という
意味もあるそうです。うまく和えることができる
センスも日本の大きな魅力かもしれませんね。
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　反転授業とは，これまで授業で学習してきた基
礎的な内容をタブレット端末などを使って家で学
び，家で取り組んでいた応用課題に授業で取り組
むように ｢反転｣ させる方法。
　具体的なイメージとしては，①教員が授業の動
画（説明型の講義動画）を撮影する，②その動画を
タブレット端末に入れて家に持ち帰り，自宅で視
聴して，宿題として予習し，基礎的な内容を学ぶ，
③実際の教室の授業では，予習でわからなかった
点を教え合ったり，家で学んでいた応用問題など
を解いたり，議論や実習などに取り組んだりする，
④さらに自宅で問題を解いたりして復習する，と
いったスタイルである。
　2014年に高校・大学教員におこなったアンケー
ト＊によると，反転授業経験者は9.7％（おこなっ
ている2.4％＋過去におこなっていた7.3％）。
｢反転授業のメリット｣ としては，｢授業をディス

カッションや思考能力を育成する時間にレベル
アップできる｣ ｢生徒の自宅での学習時間増加｣
などがあげられている（■1）。
＊アンケートの詳細は，｢e ラーニング戦略研究所｣ Web ページ
（http://www.digital-knowledge.co.jp/corporate/laboratory/e_
report_detail/p864.html）参照。

　GMPマークとは，製品の一定の品質や安全性
を保証するため，健康食品業界が第三者機関に委
託して認証するマークである。GMP は，Good 
Manufacturing Practice（適正製造規範）の略で，
健康食品の原材料の受け入れから製造，出荷まで
のすべての工程において，製品が安全につくられ，
一定の基準が保たれるようにするための製造工程
管理基準のことである。
　健康食品，特に錠剤やカプセル状のものは，製
造の過程で濃縮や混合などの作業がおこなわれる
ため，製品中に含まれる成分量にばらつきが出た
り，汚染などにより有害物質が混入したりする可
能性がある。この問題を未然に防ぐためにGMP
が導入されるようになった。厚生労働省では，健
康食品を選ぶ基準として，一定の品質が確保され
ていることを示すGMPマーク（■2）を目印に選

GMPマーク

反転授業

生徒の自宅学習の習慣化

授業をディスカッションや思考
能力を育成する時間にレベル

アップできる

生徒がわからないところを事前
に明確にすることができる

生徒が自宅で授業ビデオを
繰り返し視聴できる

自宅で基礎学習をすること
で授業では応用を学べる

生徒の自宅での学習時間増加

メリットと思うものはない

0 20 40
（％）

17

36

28

28

28

26

22

■1　反転授業のメリット（複数回答）

（ｅラーニング戦略研究所 ｢高校教員，大学教員に対する反転授
業に関する意識調査｣ 2014年）

▲第三者機関の日本健康・栄養食品協会（左），日本健康食品規
格協会（右）が認証した健康食品につけられるGMPマーク

■2　GMPマーク
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ぶよう呼びかけている。しかし，認定を受ける企
業は少なく，認知度も低いのが現状である。

　本来の衛生用途とは異なる目的でマスクを着用
すること。素顔を隠すために１年中マスクを手放
せない若者が増えていると報じた2011年１月の
新聞記事をきっかけに，｢だてめがね｣ になぞら
えて，｢だてマスク｣ ということばが使われるよ
うになった。インフルエンザや花粉対策などの衛
生用途からし始め，それ以降もそのままし続けて

❖スマホでやけど
　国民生活センターの PIO-NET（全国消費生活情報
ネットワーク・システム）では，｢スマートフォン（以
下スマホ）の充電端子の焼損や本体の発熱等｣ に関す
る相談が，2009年度は２件だったが，2012年度には
523件となり，スマホの普及とともに急増している。
これらの相談には，充電中に充電端子が焼損してし
まった事例や，使用中や充電中に本体が発熱した事例
などがあり，なかにはやけどを負った事例もみられた。

【事例①】スマホを付属品のUSBケーブルでパソコン
とつないで充電をしていたところ，夜中に焦げ臭いに
おいに気がついて起きた。すると，USB ケーブルと
スマホのつなぎ目とスマホが溶けていて，さらに布団
も焦げてしまっていた。
【調査結果①】充電の際，充電端子の接続部がショー
トに近い状態となって発熱し，この熱により周囲の損

｢だてマスク｣ 化する場合もある。理由・用途と
しては，｢何となく落ち着く｣ ｢精神的な安心を得
る｣ ｢人と話さずにすむ｣ ｢ノーメイクの際の素顔
隠し｣ ｢肌の保湿｣ ｢防寒｣ など多様化しており，
季節や男女を問わずマスクを着用する人が増える
傾向にある。
　アンケート＊によると，だてマスク経験者の割
合は，若年層で高く，20歳以下では男性24.3％，
女性41.2％となっている。
＊アンケートの詳細は，｢ネットリサーチ DIMSDRIVE｣ WEB
ペ ー ジ（http://www.dims.ne.jp/timelyresearch/2014/140320/）
参照。

だてマスク

傷にいたったものと考えられる。
【事例②】本体が熱くなり，低温やけどを負った。
【調査結果②】ゲームアプリやテレビ電話の使用によっ
て，内部回路のCPUなどへの負荷が増大したことに
よって発熱したものと考えられる。

　消費者へのアドバイスとして，スマホは，長時間の
使用などで内部回路への負荷が増えると発熱する。さ
らに充電端子が壊れていたり，液体などが付着してい
たりする状態で充電すると，高熱で焦げる恐れがある。
スマホを充電する際は，毎回充電端子の取り扱いに注
意すること，また，異常を感じた場合は直ちに充電を
中止し，やけど防止のため，スマホを使用する際や充
電する際は，長時間肌に密着させないように呼びかけ
ている。
＊詳細は，｢国民生活センター｣ WEB ページ（http://www.
kokusen.go.jp/pdf/n-20140220_1.pdf）参照。

��������
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　ユネスコは，「中期戦略2014-2021」の包括的目
標として，平和とともに「持続可能な開発」を掲げ，
持続可能な社会の構築をめざした取り組みに重点
をおいている。2014年11月には日本で「持続可能
な開発のための教育（ESD）に関するユネスコ世界
会議」が開催されることもふまえ，日本ユネスコ
国内委員会が提言をおこなった。
　家庭科教育のなかでも ESDは注目を浴び，研
究が進められている。提言は「１．若者および企
業の参加によるユネスコ活動の一層の促進」と「２．
学校教育・社会教育等を通じた持続可能な開発の
ための教育（ESD）の一層の推進」の二本立てと
なっているが，おもに後者について，日本が今
ESD の課題をどのように捉え，方向性を定めて
いこうとしているのかご紹介したい。
１．若者および企業の参加によるユネスコ活動の
一層の促進
①ユネスコ活動への広い参加を促すため，ユネス
コ活動の魅力や国民の生活との結びつき等をわか
りやすく伝えることが必要である。
②組織に加盟しなくてもユネスコ活動に若者や企
業等が参加できる機会を拡大していくとともに，
ユネスコの理念に合致する多様な活動を広くユネ
スコ活動として認識したうえで取り組んでもらう
ことができるよう，検討を進める。このために，
日本ユネスコ国内委員会とは別に，ユネスコ活動
に積極的に参加する意欲のある若者等が中心と
なって，自主的・自律的に議論をおこなう場（プ
ラットフォーム）をもうける。
③ユネスコが開催する各種ユースフォーラムに関

する情報を積極的に発信し，公募に対する若者の
応募を支援するなど，若者が参加しやすい環境を
整備する。
④ユネスコ活動表彰制度など，すぐれたユネスコ
活動への取り組みを顕彰するしくみをもうける。
２．学校教育・社会教育等を通じた持続可能な開
発のための教育（ESD）の一層の推進
　2014年11月に開催される「ESD に関するユネ
スコ世界会議」は，2005年から2014年の「国連
ESD の10年」を総括し，今後の ESD の推進方策
を検討する重要な会議である。この節目に，課題
と今後取るべき方向が示された。
①ユネスコスクール
＜課題＞2013年12月現在，675校を数えるにい
たった日本のユネスコスクール数は，ユネスコ加
盟国中最多である。しかし，ユネスコスクールが
集中して存在している地域がある一方，まったく
ない県が４県あるといった地域的偏在がみられる。
また，ユネスコスクール同士の交流が国外はおろ
か国内でもじゅうぶん進んでいるとはいえない。
＜今後取るべき方向＞今後，日本のユネスコス
クールは特に海外との交流を促進し，活動の質を
向上するべきである。そのためには，ユネスコス
クールウェブサイトの交流機能やサイト上に示す
学校の活動内容をわかりやすく発信することが必
要である。また，交流事業を継続させるためには，
たとえば気候変動，防災・減災といった学校間で
共通のテーマを明確にもうけることが重要である。
　ユネスコスクールのない県の解消といった地域
的偏在をなくすことに留意し，質と量の両面での
充実をはかるべきである。
②ユネスコスクール以外の学校でのESDの推進
＜課題＞学習指導要領には「ESD」と明示的に記載
されていないものの，持続可能な社会の構築の観
点が盛り込まれており，教育振興基本計画では
ESD の推進が明記されている。ESD は，ユネス
コスクール以外の学校においても推進することが
求められており，このために，ユネスコスクール
の地域における ESD推進拠点としての役割を強
化し，教育委員会，公民館，ユネスコスクール支

新しい動き

多様化の時代における
ユネスコ活動の 

活性化についての提言
▲2014年4月2日，文部科学省が「多様化の時代におけるユネスコ
活動の活性化についての提言」を発表した。
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援大学間ネットワークの加盟校をはじめとする大
学，企業等との連携を促進する方策を講じる必要
がある。
＜今後取るべき方向＞ ESDが学校教育の内容に
どのように寄与するかを明確にするなど，ユネス
コスクールや ESDの活動に対して教育委員会の
理解を得ることが必須である。こうした観点から，
学校間や教育委員会間の交流を通じた優良事例の
共有を進めることが必要である。また，保護者は
もとより一般の人に ESDをわかりやすく伝える
ような内容を広報するとともに，報道を通じてよ
り広範に伝わるよう工夫する必要がある。さらに，
ESD 活動は，初等中等教育でめざす生きる力の
育成や，教育再生の重要課題のなかで強調されて
いるグローバル人材育成，さらにはOECDが提
唱するキー・コンピテンシー等の育成にも通じる
ものであり，ESD をさらに推進することが重要
である。
③ESDの理論的裏づけ
＜課題＞ ESDは日本の教育の質の向上に必須の
概念であり，また「知識だけではなくスキルや態
度」の育成を目標とする国際的な潮流においても
重要な概念であるが，その教育効果についての理
論的裏づけはじゅうぶんとはいえなかった。この
ため，評価指標を明確にすること等を通じて，理
論的，実証的に明らかにする必要がある。
＜今後取るべき方向＞ ESDの教育効果について
客観的なデータで示すことが重要である。また，
各個人に今後求められる資質・能力の向上に
ESD がどのように貢献するかを理論的，実証的
に明らかにするような調査研究を進めるべきであ
る。あわせて，すでに実施されている ESD 関連
の研究を発表する機会をもうけるなど，ESD 関
連の研究成果を活用することが不可欠である。こ
れらを通じ，ESD の概念・効果が理論的に強固
なものとなり，ESD が政策面でより的確に位置
づけられることが求められる。さらに，これらの
研究成果が ESDに関する教材等の作成に活用さ
れることが期待される。
④「ESDに関するユネスコ世界会議」をふまえた

ESDの推進
＜現状＞2012年６月に開催されたリオ＋20の成
果文書では，持続可能な社会の実現のために，
2015年以降も ESDに取り組んでいくことが決議
されている。2014年は「国連 ESDの10年」の最終
年であるばかりでなく，国連ミレニアム開発目標
および万人のための教育の最終年を一年後に控え
た重要な年でもある。
＜今後取るべき方向＞「ESDに関するユネスコ世
界会議」では，日本のこれまでの ESDの取り組み
や成果を効果的に発信するべきである。たとえば，
東日本大震災の経験をふまえ，ESD が防災・復
旧等にどのように貢献したか，震災の経験が
ESD のありかたにどのような影響を与えたかな
どを，日本から諸外国に伝えていくべきである。
　また，2013年11月の第37回ユネスコ総会では，
「国連 ESDの10年」終了後の2015年以降に推進さ
れるフレームワークとして「ESDに関するグロー
バルアクションプログラム（GAP）」が採択され，
2014年秋の国連総会で承認される予定である。
GAPでは，ESDへの政策的支援，ESDへの包括
的取り組み，ESD を実践する教育者の育成，
ESDへの若者の参加の支援，ESDへの地域コミュ
ニティの参加の促進の５つの優先行動分野を示し，
それに対して，政府機関，NGO，民間企業，教
育機関等，多様なステークホルダーからの関与が
求められている。日本は，ユネスコへの信託基金
を通じた貢献のほか，企業等のステークホルダー
の参画も得て，GAPに則った ESDに関するプロ
ジェクトを実施するなど，2015年以降も引き続
きユネスコ加盟国間での ESD推進の牽引役とな
るとともに，国内においても GAP をふまえた
ESDの一層の推進が重要である。

　以上の提言については，国際的な推進枠組みで
あるGAPのレビューが予定されている2019年ま
でを目標年次として達成することをめざす。
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Ｑ：毎年春に悩まされる花粉症。
最近「無花粉スギ」「少花粉スギ」
があると耳にしたのですが，ど
のようなものでしょうか？

Ａ：「無花粉スギ」や「少花粉ス
ギ」は文字通り，花粉をまった
く飛ばさないスギや，花粉の飛
散量の少ないスギのことです。
国や都道府県などが無花粉や少
花粉のスギの品種開発を進め，
現在そうした品種を植える実用
段階に入ってきています。
　無花粉スギは1992年に，富
山県内の神社の境内で発見され
ました。発見は世界で初めての
ことです。外見上はふつうのス
ギと変わらず，雄花も同様に形
成されていきますが，２月下旬
から３月上旬の開花する時期に
なっても雄花にまったく花粉が
ないそうです。発見後じょじょ
に研究が進められ，花粉をつく
る雄花の機能は異常でも，種子
をつくる雌花の機能は正常であ
ることもわかりました。すなわ
ち，雌花が受粉して正常な種子
を形成できるため，繁殖能力は
正常だということです。このよ
うな変異体では，特有の性質が
次の世代に遺伝するかというこ
とが重要となりますが，発見さ

れた無花粉スギから取った種子
で苗を育て，それぞれ花粉の有
無を調べる実験をしたところ，
無花粉の性質をもった苗が何本
も育ち，遺伝することが証明さ
れました。こうして長い時間を
かけ，無花粉になる性質の遺伝
様式を解明し，品種の開発がな
され，「はるよこい」という無花
粉スギの新品種として農林水産
省に登録されました。
　現在は，富山県が無花粉スギ
を組織的にバックアップしてい
ます。無花粉スギの苗を育てる
ためのビニールハウスが整備さ
れており，出荷本数は2012年
に5,000本を誇っています。
2020年には10万本にできる見
通し。富山県内ではスギの苗木
を植える本数は年間４万から
５万本程度なので，県内で植え
るスギのすべてが無花粉スギに
なる日も遠くはないといわれて
います。
　また，富山県での研究を皮切
りに，全国各地で無花粉スギの
開発が進められるようになりま
した。富山県のほか，神奈川県
でも植林が始まっています。茨
城県つくば市にある独立行政法
人「森林総合研究所」も二品種の
無花粉スギを開発済みです。
　また，スギだけでなくヒノキ
についても「無花粉」品種がみつ
かっています。2013年12月，
神奈川県自然環境保全センター
は，神奈川県内の森林内で「無
花粉ヒノキ」を全国で初めて発
見したと発表しました。しかし

富山県で最初に発見された無花
粉スギと違い，雌花が正常な種
子を形成できない性質のため，
種子を使った苗木をつくること
はできません。そのため，挿し
木や接ぎ木により苗木を生産す
ることになります。今後，こう
した挿し木や接ぎ木で増殖させ
ることにより，無花粉ヒノキの
苗木の生産につなげていくとし
ています。出荷まではまだまだ
時間がかかりますが，スギを
追って無花粉ヒノキも普及する
日が来るようです。
　無花粉スギや無花粉ヒノキよ
り普及が先行しているのが，花
粉飛散量が通常の１％以下の
「少花粉スギ」「少花粉ヒノキ」で
す。都道府県などを経由して森
林の所有者などが植林するルー
トができており，関東の都県の
取り組みが進んでいます。
2012年度は年間のスギ苗木の
全国生産量の約１割が少花粉ス
ギであるそうです。
　2010年度末の時点で，少花
粉スギは135品種，少花粉ヒノ
キは56品種開発されています。
　こうした無花粉，少花粉のス
ギやヒノキの品種開発・普及と
あわせて，毎年の花粉量の予測
や観測，花粉症の予防や治療が
総合的に進められることによっ
て，花粉症の対策は今後もます
ます発展が期待されます。
（参考：農林水産省 Webページ，神
奈川県 Webページ，花粉症対策林
整備推進事業Webページ）
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